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日
本
国
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

は
、
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
号
か
ら
始
ま
り
、
２
年
目
の
令
和
３
年

８
月
の
第
５
波
に
於
い
て
は
、
一
日
に
全
国

で
新
規
感
染
者
が
２
万
5
千
人
を
超
え
る

日
も
珍
し
く
な
く
な
り
、
一
向
に
収
束
の
見

通
し
が
つ
か
な
い
状
況
で
し
た
。
全
国
で
は

通
算
で
お
よ
そ
100
人
に
一
人
の
割
合
で
新

規
感
染
者
が
で
て
お
り
、
そ
の
内
の
お
よ
そ

100
人
に
一
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

医
療
逼
迫
も
深
刻
な
状
況
で
医
療
崩
壊

が
始
ま
っ
て
お
り
、
自
宅
療
養
の
名
の
も
と

に
少
な
か
ら
ず
死
亡
者
数
も
増
加
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
小
中
学
生
の
低
年
齢
児
童

生
徒
に
も
新
規
感
染
者
が
発
生
し
、
岡
山
県

に
お
い
て
も
日
々
の
新
規
感
染
者
数
は
過

去
最
多
を
更
新
し
て
変
異
株
に
置
き
換
わ

り
、
と
に
か
く
「
感
染
し
な
い
・
感
染
さ
せ

な
い
」
よ
う
に
自
己
防
衛
す
る
し
か
な
い
状

況
で
し
た
。
10
月
現
在
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
進
み
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
に
な
り
、
新

規
感
染
者
数
に
つ
い
て
は
大
幅
な
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。 

一
方
で
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

で
今
夏
は
気
温
も
40
℃
を
超
え
、
長
期
の
豪

雨
も
多
発
し
て
お
り
正
に
非
常
事
態
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け
る
子
ど
も

会
活
動
は
深
刻
な
問
題
で
、
全
国
的
に
従
来

の
よ
う
な
活
動
は
延
期
や
中
止
が
ご
く
当

た
り
前
の
状
況
で
し
た
。 

 
そ
こ
で
全
子
連
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ

ば
、
３
密
を
避
け
て
手
指
消
毒
を
徹
底
し
、

無
症
状
感
染
者
か
ら
の
感
染
が
特
徴
で
あ

る
だ
け
に
自
分
が
感
染
者
で
あ
る
こ
と
を

想
定
し
て
、
感
染
防
止
に
留
意
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
単
位
子
ど
も
会
活
動
の
実
施
の
判

断
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
の
感
染
状
況
を

十
分
把
握
し
地
域
の
方
針
や
ご
家
庭
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
正
し
く
恐
れ
て
子
ど
も
会
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
感
染
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を

予
測
し
、
そ
れ
に
よ
り
準
備
の
仕
方
や
管
理

体
制
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
次
の
６
点
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。 

・ 

日
頃
か
ら
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と

と
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と 

・ 

地
域
の
学
校
や
自
治
体
の
対
策
に
基

づ
く
こ
と 

・ 

参
加
者
と
共
に
保
護
者
の
理
解
と
協

力
を
必
ず
得
る
こ
と 

・ 

参
加
者
と
共
に
感
染
防
止
策
を
考
え
、

事
前
・
活
動
中
・
事
後
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と 

・ 

新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
く
子
ど
も

会
活
動
を
行
う
こ
と 

・ 

３
密
を
避
け
る
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
活

動
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と 

企
画
段
階
で
の
留
意
事
項
と
し
て
は 

・ 

企
画
団
体
で
感
染
リ
ス
ク
か
ら
入
る

と
、
無
理
か
と
い
う
思
い
が
先
に
立

ち
中
止
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
総

合
的
に
開
催
の
可
否
判
断
を
す
る
こ

と 
準
備
段
階
で
の
留
意
事
項
と
し
て
は 

・ 
３
密
の
回
避
、
備
品
用
具
の
消
毒
、

休
憩
場
所
・
ト
イ
レ
の
確
認
、
移
動

手
段
、
体
調
不
・
良
時
の
対
応
策
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と 

・ 

活
動
中
で
は
特
に
少
人
数
で
の
行
動

を
原
則
と
し
て
グ
ル
ー
プ
も
固
定
す

る
こ
と 

・ 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
２
週
間
前
か
ら

の
定
期
的
な
把
握
と
確
認
が
求
め
ら

れ
る 

活
動
後
の
留
意
事
項
と
し
て
は 

・ 

健
康
状
態
の
フ
ォ
ロ
ー
と
、
陽
性
者

が
発
生
し
た
場
合
に
は
濃
厚
接
触
者

の
判
断
を
含
め
て
団
体
と
し
て
の
対

応
を
、「
慌
て
ず
騒
が
ず
」
に
保
健
所

に
確
認
す
る
こ
と 

と
り
あ
え
ず
第
5
波
は
大
幅
に
収
束
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
第
6
波
到
来
（
リ
バ
ウ

ン
ド
）
の
な
い
こ
と
を
誰
も
予
測
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
で
正
し
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
解
し
、
賢
く
共
同
作
業

を
す
る
こ
と
で
非
日
常
か
ら
日
常
を
取
り

戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
子
ど
も
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
県
子
連
で
は
事
業
計
画
に
沿
っ
て

最
大
限
の
注
意
・
対
策
を
図
り
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
「
桃
太
郎
ミ
ス
テ

リ
ー
列
車
」
だ
け
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
上
、
已
む
無
く
２
年
連
続
の
中
止

に
至
り
ま
し
た
。
県
内
す
べ
て
の
子
ど
も
会

が
一
日
も
早
く
、
元
気
に
楽
し
く
明
る
い
活

動
が
再
開
で
き
る
よ
う
、
早
い
終
息
を
願
う

ば
か
り
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
禍
の
子
ど
も
会
活
動 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会 

会
長 

赤
澤
正
基 
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令
和
3
年
度
4
月
16
日
き
ら
め
き
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
担
当
者
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。 

1.
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
に
つ
い
て 

・ 

「
全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」
の
制

度
と
現
状 

・ 

令
和
2
年
度
共
済
会
利
用
状
況 

・ 

県
子
連
に
お
け
る
現
状
の
問
題
点
等 

2.
県
子
連
お
よ
び
各
市
町
子
連
の
体
制
に

つ
い
て 

・ 

県
子
連
今
年
度
体
制
に
つ
い
て 

・ 

県
子
連
令
和
2
年
度
事
業
報
告 

・ 

県
子
連
令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て 

3.
そ
の
他 

・ 

表
彰
の
申
請 

・ 

ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
に
つ
い
て 

・ 

子
ど
も
大
会
参
加
の
お
願
い 

   

      

 

令
和
3
年
7
月
11
日
き
ら
め
き

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、 

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
副
会
長 

森
谷 

正
孝 

様 

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
課
長 

栗
原 

宏
之 

様 
岡
山
県
議
会
議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓮
岡 

靖
之 

様 

岡
山
県
議
会
議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野 

泰
弘 

様  

 

蓮
岡 
靖
之 

 

様 

の
御
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
第
50
回
（
令
和

3
年
度
）
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
）・
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
赤
澤
会
長
の
挨

拶
の
後
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
て
団
体
・
個

人
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
な
ら
6
月
に
開
催
す
る
予
定
で

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
こ
の
日
に
順
延

し
ま
し
た
。 

  

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長 

(

公
社)

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

表
彰 

子
ど
も
会 

新
田
子
ど
も
会 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

綾
部
西
子
ど
も
会 

 
 

 

（
津
山
市
） 

 
 岡

山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長
感
謝
状 

子
ど
も
会
育
成
指
導
者
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー 

山
下
恵
美 

 
 
 
 
 

（
高
梁
市
） 

森
定
叶
恵(

J) 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

早
川
夏
美(

J) 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

蛭
田
海
秀(

J) 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

       

     

                         

 

令
和
3
年
度 

市
町
子
連
事
務
担
当
者
会
議 

第
50
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
） 

 
 
 
 

令
和
３
年
度
定
期
総
会 

開
催 
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そ
の
後
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
2

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

令
和
3
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
お
よ
び
活

動
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

                        

        

 

  

 

8
月
1
日
、
倉
敷
市
連
島
町
の
八
幡
神

社
の
境
内
の
中
に
あ
る
矢
柄
公
民
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
も
の
づ
く
り
体
験
と
し
て
作
業

台
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師
に
、
渡
辺

丞
氏
、
広
政
良
氏
、
三
宅
文
華
氏
を
迎
え
て

21
名
の
参
加
者
が
体
験
を
し
ま
し
た
。 

          
 

１
月
16
日
（
日
） 

12
月
19
日
（
日
） 

12
月
10
日
（
金
） 

12
月
4
・
5
日
（
土
・
日
） 

11
月
20
・
21
日
（
土
・
日
） 

12
月
5
日
（
日
） 

11
月 

日
（ 

） 

11
月
6
・
7
日
（
土
・
日
） 

10
月
2
日(

土) 

9
月
4
～
5
日
（
土
・
日
） 

8
月
21
～
23
日
（
土
・
日
） 

8
月
1
日
（
日
） 

 
7
月
11
日
（
日
） 

6
月
12
日
（
土
） 

5
月 

日 

5
月
21
日
（
金
） 

4
月
16
日
（
金
） 

4
月
8
日
（
木
） 

 

日 

時 

中
四
地
区
推
進
研
究
会 

安
全
啓
発(

初
級
講
習
会) 

岡
山
県
子
ど
も
大
会 

県
子
連
理
事
会
Ⅱ 

安
全
啓
発(

中
級
講
習
会) 

第
54
回
全
子
連
中
央
会
議
中
止 

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅱ 

中
四
国
地
区
第
2
回
理
事
会 

第
51
回
中
・
四
育
成
研
究
大
会
中
止 

 

Ｋ
Ｙ
Ｔ
登
山 

桃
太
郎
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
２０20
中
止 

中
・
四
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
大
会
中
止 

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅰ 

岡
山
県
子
連
定
期
総
会
・5

0

回
子
ど
も
大
会 

中
四
国
地
区
第
1
回
理
事
会(

Web
会
議) 

全
子
連
総
会
中
止 

県
子
連
理
事
会
Ⅰ→

書
面
議
決 

県
子
連
事
務
担
当
者
会 

中
四
国(

全
国)

事
務
担
当
者
会
議(

Web
会
議)
 

行 

事 

名 

 
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷 

高
梁
市
備
中
松
山
城 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

山
口
県 

北
海
道
札
幌
市 

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

高
知
県 

伯
州
山 

兵
庫
県 

徳
島
県 

連
島
町 

広
工
房 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

東
京 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

開 

催 

地 

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅰ 

開
催 
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完
成
し
た
作
業
台
を
食
卓
に
し
て
昼
食

を
と
り
ま
し
た
。 

                       

は
い
、
パ
チ
リ 

で
、
終
わ
り
ま
し
た
。 

  

   

台
風
16
号
の
接
近
を
心
配
し
て
い
ま
し

が
、
進
路
が
変
わ
り
好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の

登
山
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
初
秋
と
は
い
え

ま
だ
ま
だ
紅
葉
に
は
早
か
っ
た
様
で
す
が
、

稜
線
上
の
爽
や
か
な
風
は
至
福
の
至
り
で

し
た
。
ま
た
岡
山
県
に
発
出
さ
れ
て
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
、
予

定
ど
お
り
10
月
2
日
（
土
）、
無
事
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

午
前
8
時
に
鏡
野
町
人
形
峠
ト
ン
ネ
ル

手
前
を
左
折
し
て
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
の
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
集
合
。
準
備
体
操
を
済
ま
せ
て
・
・
・ 

          

鏡
野
町
が
開
設
し
た
標
高
950
ｍ
の
高
清

水
高
原
ト
レ
イ
ル
の
東
屋
を
目
指
し
て
8

時
半
に
出
発
。 

         

 

一
時
間
も
し
な
い
う
ち
に
、 

                 

疲
れ
が
出
始
め
、
9
時
20
分
に
東
屋
着
。 

K

Y

T
登
山
の
伯
州
山 

と
ざ 
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こ
こ
で
集
合
写
真
、
９
時 

             
 

  

こ
こ
か
ら
3
名
は
、
駐
車
場
へ
引
き
返
し

て
緊
急
事
態
と
帰
路
の
送
迎
（
赤
和
瀬
駐
車

場
）
に
備
え
る
た
め
に
下
山
し
ま
し
た
。 

今
回
は
残
念
な
こ
と
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
、
遅

れ
気
味
の
学
業
の
都
合
で
参
加
者
は
な
く

育
成
者
の
み
の
Ｋ
Ｙ
Ｔ
登
山
と
な
り
ま
し

た
。 伯

州
山
ま
で
の
登
山
道
は
地
元
住
民
の

協
力
で
綺
麗
に
除
草
さ
れ
て
お
り
、
安
全
な

ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
途

中
、
眼
下
に
広
が
る
山
並
み
を
楽
し
み
な
が

ら
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
無

言
で
登
る
。 

            

9
時
50
分
、
二
等
三
角
点
に
着
。
遠
く
に

三
朝
町
の
街
並
み
、
そ
の
奥
に
日
本
海
を
見

な
が
ら
、 

              

 

初
秋
の
風
を
受
け
て
、
ブ
ナ
の
原
生
林
を

抜
け
て
い
く
。 

            

10
時
15
分
、
御
林
山
に
着
、 

            

こ
こ
で
、
小
休
止
。 

            

他
の
グ
ル
ー
プ
も
到
着
。 
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10
時
半
、
再
出
発
、 

         

こ
の
方
向
に
大
山
が
見
え
る
け
ど
・
・
・
。 

         

今
日
は
、
こ
の
感
じ
・
・
・
ん
っ
? 

        

さ
あ
！
出
発
。
歩
け
歩
け
、 

           
向
か
う
先
は
、
あ
の
展
望
台
だ
。 

            

や
や
遅
れ
気
味
、
「
早
く
こ
こ
ま
で
お
い

で
ぇ
。」
と
声
を
掛
け
ら
れ
頑
張
っ
た
。 

  

             後
ろ
を
振
り
返
る
と
よ
く
歩
い
た
も
ん
だ
。 

               

展
望
台
に
県
子
連
の
旗
を
掲
げ
、 

            

・
・
・
こ
こ
で
、
早
め
の
昼
食
。 

           

こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
多
く

の
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
半

の
登
山
者
は
こ
こ
か
ら
引
返
し
、
片
道
30
分

程
の
伯
州
山
を
目
指
し
た
の
は
我
々
の
パ 
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ー
テ
ィ
だ
け
の
様
で
し
た
。
反
対
の
伯
州
山 

の
ル
ー
ト
か
ら
登
っ
て
き
た
幼
児
づ
れ
の 

 
 

家
族
を
見
送
っ
て
、 

            

我
々
は
、
11
時
半
出
発
。 

展
望
台
を
後
に
す
る
。 

            

や
は
り
登
山
に
は
厳
し
い
道
も
あ
り
、 

           

  

充
分
注
意
し
な
が
ら
通
過
・
・
・ 

今
度
は
、
な
だ
ら
か
な
道
を
、 

             

こ
こ
で
、
や
っ
と
・
・
・ 

山
頂
の
看
板
。 

            

12
時
5
分
、
登
頂
成
功
・
・
・「
や
っ
た

ぁ
。」（
標
高
一
〇
四
五
ｍ
） 

標
識
の
前
で
集
合
写
真
、 

            

こ
こ
で
、 

                

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
経
験
者
で
あ
る
赤
澤
会

長
に
よ
る
K

Y

T
登
山
に
関
す
る
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
登
っ
て
き
た
展
望
台
直
下
の

急
斜
面
は
積
雪
期
に
は
か
な
り
大
き
な
雪

崩
も
発
生
し
て
い
る
の
で
、
容
易
な
山
で
も

夏
山
と
冬
山
と
で
は
基
本
的
に
違
う
の
で
、

体
力
づ
く
り
や
装
備
そ
し
て
技
術
等
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

子
ど
も
会
に
お
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登

山
実
施
に
お
い
て
、
無
事
故
で
安
全
に
楽
し

い
も
の
に
す
る
為
に
は
育
成
者
と
し
て
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
様
々
な
角
度
か
ら
体
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験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
説
明
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
山
岳
事
故

の
発
生
時
刻
は
疲
れ
と
気
の
緩
み
等
に
よ

る
午
前
11
時
と
午
後
２
時
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
や
山
岳
事
故
の
99.9
％
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
基
づ
く
も
の
で
、
改
め
て
Ｋ
Ｙ

Ｔ
学
習
の
重
要
性
と
日
頃
か
ら
復
習
の
必

要
性
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。 

目
的
の
伯
州
山(

標
高

1
0

4
5
m

)
を
一
路

下
山 

       

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
水 

の
音
・
・
・ 

        

元
気
を
も
ら
い
下
山
。
途
中
、
大
雨
で
崩 

れ
た
、 

             
を
と
お
り
、 

             

13
時
10
分
、
赤
和
駐
車
場
に
車
を
回
し

て
く
れ
た
仲
間
と
合
流
し
ま
し
た
。 

            

山
頂
を
後
に
我
々
は
13
時
に
、
下
山
地
の

赤
和
瀬
駐
車
場
へ
全
員
無
事
に
到
着
し
ま

し
た
。
下
山
コ
ー
ス
は
今
夏
の
集
中
豪
雨
で

登
山
道
が
崩
壊
し
て
い
た
り
、
倒
木
も
目
立

ち
、
ぬ
か
る
み
も
多
く
て
登
っ
て
く
る
人
は

殆
ど
い
な
い
状
況
で
し
た
が
、
偶
然
に
も
一

輪
の
美
し
い
キ
キ
ョ
ウ
を
見
つ
け
和
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
春
に
は
群
生
し
て

い
る
イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
可
憐
な
花
が
咲
き
乱

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
奥
津
温
泉
の
渓
谷

の
秘
湯
「
大
釣
温
泉
」
に
入
っ
て
無
事
に
終

了
。
総
合
歩
数

19736
歩
で
完
歩
、
以
上
。 

 

以
上
が
今
年
の
K

Y

T
登
山
の
記
録
で

す
。 

 

年
齢
的
に
は
厳
し
い
登
山
で
し
た
が
、
参

加
し
て
み
れ
ば
我
な
が
ら
よ
く
や
っ
た
と

思
い
ま
す
。
次
回
、
ぜ
ひ
と
も
参
加
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
こ
で
、
昨
年
度
の
行
事
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
行
事
が
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
記
事
が
届
い
た
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

美
作
市
子
ど
も
会
連
合
会
は
、
毎
年
行
っ

て
い
た
た
こ
あ
げ
大
会
が
中
止
に
な
り
、
た

こ
作
り
教
室
を
出
前
授
業
と
し
て
美
作
第

一
小
学
校
と
勝
田
東
小
学
校
に
出
向
き
ま

し
た
。 
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                    次
に
、
2
月
21
日
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
に

て
開
催
さ
れ
た
「
安
全
啓
発
研
修
会
」
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

      

角
田
勝
生
事
務
局
長
が
講
師
に
な
り
、
初

級
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

                          

 

 

         

楽
し
い
実
り
あ
る
講
習
で
し
た
。 

 

あ
と
が
き 

な
ん
と
か
子
ど
も
会
の
新
聞
も
完
成
し

ま
し
た
。
県
下
の
広
報
委
員
各
地
域
の
子
ど

も
会
の
行
事
も
な
か
な
か
開
催
さ
れ
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
行
事
が
あ
れ
ば
記
事
、
写

真
を
広
報
副
部
長
中
谷
ま
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
12
月
に
は
高
梁
市
で
子
ど
も
大
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
記
事
と
一
緒

に
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

With
コ
ロ
ナ
ま
た
、
風
邪
を

ひ
か
な
い
よ
う
各
地
の
活
躍
を
祈
念
し
ま

す
。 

 
 

広
報
部 

  

・
・
・
ヨ
ロ
シ
ク
。 

 


